「底辺」からの産業革命 : 長い一八世紀イングランドの中間団体と貧民 (立教大学史学会大会特集報告) (<特集>近代の編成原理 : イギリス、アメリカ、日本における組織、倫理、専門知) by 長谷川 貴彦 et al.





































代に提唱され、国家的福祉に加えて、慈善団体 相互扶助団体、家族などの中間団体によって構成される福祉の供給主体の多元性 強調し、とりわけヴォランタリズムとして分類される領域の重要性を指摘するものであ た。　
これらの研究は、福祉の供給主体をめぐる議論であった





る。 「メイクシフト」概念は、短期的あるいはローカルな福祉の資源の利用一般を意味するものとして使用されている。そこでは、かつての社会史研究のなかで提出されてきた日常生活 諸相、すなわち、修道院や教区、近隣共同体、家族や親族のネットワーク、共有地の利用権、親族による扶養、隣人からの厚意、さらには、犯罪や売春なども生存維持の装置として再評価され「メイクシフト」 （＝弥縫策）の視点から再解釈されてい
る（２）
のだ。
　「メイクシフト・エコノミー」概念はまた、新しい貧困概念の登場と軌を一にしている。これまで貧困は 慢性的かつ構造的で長期的な現象として考えら てきた。 しかし、近年の研究では、個人のライフサイクルのなか も特に貧困に陥りやすいリスキーな時期があることが発見 れ いる
（３）
。ライフサイクル貧困に関する研究によって、幼年期と



















的に貧民に対 慈善を提供してきた 修道院や都市における宗教ギルドが設立した慈善団体であっ が、ヘリー八世の改革は、修道院を解体、宗教ギルドを禁止するなど、貧民へのセイフティネットであった中間団体を解体






































て、あるべき社会状態を指すスローガン して用いられていた。これにともない、 「政策」と う言葉が、コモンウェルス理念の影響下に使用されるようになっていった。このように一六世紀半ばに「コモンウェルス」が統治者側のレトリックとして頻繁に語られたが、その後、宗教改革よる政治的激変もあって社会政策への関心が希薄化していくことになる。　
第二に、民衆レヴェルであ 。コモンウェルスの言葉が
本格的に歴史の舞台に登場 く の 四世紀のワット・タイラーの農民反乱の過程にあった。一六世紀の囲い込みの進行に異議を申し立てるケット 反乱では、ウェルスの復活をスローガンに掲げ、 「物欲」に支配され
るジェントリや商人たちを蜂起の標的とした。この反乱は同じくコモンウェルスを唱えてきた支配層を震撼させ、その平等主義的理念が過剰になったと判断され、中央政府レヴェルでのコモンウェルス派の後退を招く契機となった。　
第三には、中間層である。この中間層は、ジェントリと
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問題が激化するなかで、地方からは一刻も早い体系的社会政策の立法化を求める声が提出されていった。一五九七年から九八年に召集された議会では、囲い込み、労役所、浮浪者に関する法案が起草されたあと、貧民救済に関する一連の決定的な法律 制定 る。これがエリザベス救貧法と呼ばれるもので、その内容は、教区内の住民から強制的に救貧税を徴収して教区基金を設立するために四人の貧民監督官を指名す ことを教区管財人に求めていた。救貧法が行政単位とした教区は、マナー領主館に代わって 域の儀礼の中心となりつつあったが 独特のかたちで聖俗 混交する性格をもつ教区共同体（
civil parish
）であった。教








第一に、 「救済に値する」貧民の選別 また救済 内容
とその水準の決定をめぐっても、完全に地方行政の裁量に委ねられていたことである。 民監督官は、教区内の経済
的資源に配慮しつつ、救貧税の担税者と貧民との間の微妙な合意のバランスのうえに救貧法の運用を迫られることになった。また、このことの系として、救貧法の実施が不均等に進展していった。南東部、とりわけ都市部の教区では、いち早く一五九〇年代以前から 徴収が実践されていた。その他の州では、地域間だけではなく、多様なかたちで地域内部にお ても救貧税の制度化が進行していった。第二に、一五九八年 救貧法の瑕疵は「教区民」の定義が曖昧であった点にあり、移動する貧民と管理する教区吏員との対立が繰り返されることになった。これが、 「教区民」を定住権との関連で明確 規定する一六六二年の定住法の制定につながっ くことになった。　
一六六二年法は、四〇日間の当該教区への定住ないしは








































衆は、平均で十数キロメートルの範囲内におい 、空間的移動を頻繁に行っていたことが明らかとなっている。この社会移動 経済構造 変化とライフサイクル 起因しおり、民衆たちは、生涯、三、 四 ない は六回の移動を行っていたのである。たとえば 青年期でも早い段階のものは農村から都市への移動であり、青年期の後半には都市から農村へと った きが顕著 なる。移動 原因として




















































ロンドンでの出稼ぎ労働を行う一家が、病気のために困窮している様子を地元の教区に宛て赤裸々に綴った書簡である。このような貧民の手紙は、 決して珍しいものではない。産業革命期のエセックスでは、慢性化する貧困状況を背景として、この種の手紙が数多く執筆されることになった。当時の南部諸州では、一般的に貧困問題の激化によって救貧税が高騰し 救貧法体制が危機に陥り、のちの一九世紀の社会改革 起点になったといわれている。（四）ヴォランタリズム　
他方で、救貧法の隙間を埋めるかたちで登場してくるの
が、ヴォランタリズムに基づく任意団体（＝自発的結社）であった。多様な任意団体が一七世紀末から爆発的に増大するが、ここでは論点の拡散を防ぐために、そのなか もライフサイクルによる貧困が集中 発生する児童、 疾病、ならびに老齢に対処するため セイフティネットとしての諸団体に焦点を当てる 以下では、民衆独自の友愛組合など相互扶助組織、ついで上・中流層によって設立された病院や学校などの慈善団体を個別に検討するこ にす　
友愛組合は、労働者の相互扶助組織として発展した。友
愛組合は、その社会的機能がギルドやフリーメースンとの連続性をもち、その歴史的起源を特定することは 難とい
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移動を繰り返す民衆の失業、老後、疾病などの際のセイフティネットの役割を果たしていた。病院は、 「定住権」を保持しない「貧民」に対する医療を提供することによってセイフ を張り替えるという意味をもっていた。他方、日曜学校運動は、救貧税納税者の教区行政からの離反によって引き起こされた救貧法体制 動揺に直面してその原因が既存の教育を担ってきた慈善学校が産業革命期の労働市場への適合性を失ったことにあるという認識のもとに始められた。すなわち、新たにセイフティネット 張り替えて「貧民」のモラルを向上 せ、それ よって納税者の同意を獲得して、社会的共同性 再建しようという意図のもとに展開されたのである。　
そして、この社会的共同性の再建を強力に推進していっ






換期の時代の特質を表現するも であった。教区は貧民の移動という社会の流動化に対処する め 、その役割が再発見されることになる。近世化のなかで登場しつつあったピューリタンらの中間層は教区吏員を務め、彼らの宗教的エネルギーを基盤として中間団体としての教区が再建されていった。またヴォランタリズムの推進主体となった中間層も、 「福音主義の再生」 いう宗教的意識に覚醒されたものだった。教区は近代的行政機構 起源として、またアソシエーションは近代市民社会 推進主体として描かれることになったが、そこに 伝統 な宗教意識が深く介在していたのである。近世から近代への転換期のイングランドは、かかる伝統と近代とが混在し 時代として現象することになった。　
こうしてみると、 近世から近代の転換期における「福祉」
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（３）こうしたライフサイクルに規定された貧困は、ティム・
ウェールズの一七世紀のノーフォークに関する救貧法研究のなかで発見された。ウェールズは、先行研究のなかでは分散的なかたちで言及されてきた問題 すなわち個人
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22）拙著『イギリス福祉国家の歴史的源流』東京大学出版会、二〇一四年、第二
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